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クリスチャンの誇り(ルカ14:7-14)
　世の中を生きていくためには肉体的なもの、世のあるものなどは不可欠なものであり必要であることに間違いはありません。しかし、だからと言って肉体的なもの、世にあるものに捕らわれた人生を生きていてはいけません。そうすると、一見、熱心に、ときには必死に見えるかもしれません。でも必ずそのような人生は最後は失敗に終わってしまうようになります。ですから、クリスチャンの私たちは必要であることと、それに捕らわれてそのために泣いたり笑ったり、それがテーマになることとは別のお話であるという認識を持っていないといけません。もし、そのような分別がなければ、結局は疲れた人生になるし見苦しいものにならざるをえません。たとえば、今日の聖書にはそのような様子が書かれています。イエスさまがあるパリサイ人の食事会に招かれたようです。そこにイエスさまが入っていったときに、たぶん招かれた人々の中には偉い人もいるし、後の話を見ると社会的に身分の低い者はその席には行けないような場だったと思います。それで、それぞれが上座、偉い人の席を選んでそこに座ろうとしている様子をイエスさまがご覧になりました。そこでイエスさまはたとえ話をおっしゃいました。「もし、婚礼の披露宴などに招かれたときには、上座などに座ろうとしないように。もしそこに座っていた時に、主催していた人が来て『あなたよりもっと上の人が来たのでこの席を譲ってください』と言われると、もうすでに席は埋まっているから、残っている末席の方に行くしかないでしょう。そうすると恥をかくことになるのではないでしょうか。とても知恵のない、賢くない行為であり選択だろう」とおっしゃいました。それでもし招かれた場合には最初から末席の方に着きなさい。そうすると主催していた人が来て「なんでここに座っているのですか。上座の方にあなたの席が用意されていますよ」と言われていくと、あなたは認められる、また輝くようになるでしょう。ごく当たり前のようなお話なのですが、当時の宴会の雰囲気などを見ると、そこに招かれる人はだいたい偉い人がほとんどなので皆がそんな様子でした。そのようなたとえ話をして最後にイエスさまがこのようにまとめました。だれでも自分を高くするものは低くされ、自分を低くするものは高くされるからですと。自分を低くしなさい。これはどういう意味でしょうか。どこかで集まりがあったときに、自分の立場に合わせて用意されている席に行くということが間違いでしょうか。だれかに待遇されること自体、間違いという単純な意味ではありません。また、立場によって上の席に座らなければならない場合もあるし、いろいろあります。今イエスさまがおっしゃっているのはそのような単純な意味ではありません。彼らは神様、神様と言いながら、実は神様のことを意識していません。今そこに来ていらっしゃるイエスさまが、招かれているイエスさまが本当に神の御子、メシヤ、キリストということが分かっていれば「これが私の席だろう。私が少し上だろう」と言うことはできるでしょうか。ありえるでしょうかという話です。つまり、彼らは言葉では聖書、神様、信仰など宗教的ないろいろなことを使いながら、実際に彼らの中にはそのような内容がないのです。簡単に申し上げると、本当に神様のことを意識すれば「私が偉い。あなたが偉い。私より上だ。私の方がもっと偉い」とかいう争いなどははたして可能なのでしょうか。でも、そういうことがあるということは、この席の問題ではなく、今彼らは神様の前に立っていないということです。それから、もっと実際的に申し上げると、目の前にキリストであるイエスが来ていらっしゃるのに、イエス・キリストがだれかわかっていないし、イエス・キリストの前に立っていません。イエスさまのことをキリストとして実際には認めていません。本当に認めるのであれば、自分が偉いとか、もっと待遇されなきゃなどと思うことはできないでしょう。皆さん、キリストという言葉の意味が分かるでしょうか。それは私たち人間が人間的には身分が低い、高い、金持ちであれ貧乏であれいろいろあるでしょうが、すべての人は罪を犯したので神の前で滅びるしかない罪人であり、自分の方で人間的な、肉体的な様々な条件などによって偉いとは言えないものです。世の中では肉体的な条件、社会的な身分や学歴や財産などによってどちらが偉いか、どっちが低いかということを比較しながら評価しているかもしれません。でも、それはなぜなのでしょうか。別に学歴の高い人が認められるということが学歴の面においてそれは悪いことではありません。だからといって、その人間が偉い、その人間の方が上であるかのような概念は間違いです。でも、世の中では仕方がありません。肉体的なこと、世的なもの、人間的なものしかわからないし、それしかないのです。しかし、真の霊であられる創造の神の前に立つのであればそういうことはできません。しかもイエス・キリストがどういう方かわかって、今目の前にイエス・キリストがいらっしゃるのです。そのイエスさまがキリストであることが本当に分かれば、それを裏返しますと自分がどんな存在なのかが分かるものではないでしょうか。私は罪人なのに、神の恵みによって。そして、何か肉体的に、人間的な条件が恵まれた場合でも自分の力が偉いからではなく、神のご計画と神の恵みによってこういうことだと思うのが当たり前でしょう。それが正解です。そういう意味で今彼らが席の争いをしているということが問題ではなく、その様子の中で彼らはイエスさまを今までずっと見てきたように奇跡を現しても文句を言う、神の御言葉を伝えて福音を語っても拒否するというようなことを経験しながら彼らのもう一つの様子を見ました。その流れの中で彼らは神様の前に立ちません。ある意味、神様がいらっしゃいません。言葉では神、神と言いながらイエスさまのことを分かっていない、イエスさまのことを信じていない、イエスさまがキリストであることが分かっていないという裏返しです。それが分かっていればこんなはずがありません。「イエスさま。イエスさまがこの席です。私たちはしもべです」となるしかないでしょう。そういう意味です。彼が道徳的にああだ、こうだという意味ではありません。彼らはイエス・キリストが分かっていません。神様の前に立つことができません。その結果、もっと分かりやすい言葉で申し上げると霊的な世界があり、肉体的なことだけではなく霊的な祝福というものがあるのに霊的な祝福などは一切、まったく実際的には分かっていないのです。霊的な祝福が分かっていない場合は、仕方がなく肉体的な争いに翻弄されるしかありません。そのような様子をイエスさまは見ていらっしゃいました。そうなると最終的どうなるのでしょうか。今、偉い、偉くないよとかそのすべてのテーマが肉体的な内容です。私があなたより上司ではないのか。私があなたより先に生まれたでしょう。私があなたより金持ちでしょう。私があなたよりもっと学歴が上でしょうなどの内容をテーマにして上だ、下だとしています。別に上下を否定するつもりはありません。偉いところに行くということをあきらめるわけではありません。ただそれがテーマになってそれによって争い、それに基づいて汗をかいて涙を流し、笑ったり悲しんだりうれしくなったりします。そのようなレベルは最終的に結局、自分を高くしようという方に行くしかありません。肉体的な面において、いろいろな面において自分をもっと高くしようと、それが目標です。そうすると偉くなる、そうすると人生幸せになる、そうすると社会的にも偉い者になって成功するというような概念を持っています。でもイエスさまはおっしゃっています。自分を高くするものは低くなると。ぜひ覚えていてください。今日のこの聖書のたとえ話、またパリサイ人のいろいろな動き、様子をイエスさまはご覧になってたとえ話をされたその中で、本当に神の前に立たないと、イエスがキリストだということを本当に告白してその告白の前に立たないと、またその告白による霊的な祝福が分かっていないと人間的な争い、肉の争い、世的な争いに巻き込まれ翻弄されて、最終的にはだめになってしまいます。これがメッセージです。皆、肉体的なものを誇りに自慢にしようとするでしょう。それが言葉でどのように表現されるかというのは人の性格によって、また人のスタイルによって違うでしょうが、皆、結局はそれに必死です。でもよくよく考えてみるとそれが見苦しいことになります。私たちもそうだし、身の回りを見ていてもそうなのですが、特に客観的にニュースで政治家のやっていることなどを見ると本当に見苦しいです。自分を高くするためにはどういうことでも構わないのです。かわいそうに見えないでしょうか。それで何かになったとしましょう。そのような形で何かになったということが最終的に幸せで成功と言えるものでしょうか。最後はどうなるでしょうか。低くなってしまいます。なぜ彼らはこういうことなのに知らずに、ある意味、当たり前にそのような争いに走るしかないのでしょうか。霊的な祝福が分かっていないからです。悪いからではありません。と言いますのは世の中の人は仕方がなくそうなります。世の中では自分を低くすることは最初から不可能です。でも、謙虚な人は結構います。しかし、その謙虚というものは肉体的な意味での謙虚であって、聖書が言う謙虚とは違います。本当の祝福につながる謙虚とは関係ありません。残念ながらクリスチャンの中でもこのように肉体的な争いや人間的な争いを自慢にして、そのような内容がテーマになりそれに翻弄され、本当のクリスチャンの在り方、祝福を逃してしまう方々がなんと多いことでしょう。それは悔しいことです。だから、ぜひ覚えてください。クリスチャンでも神の前に立つこと、イエスがキリストですというしっかりとした信仰告白の前に立つことが無ければ翻弄されるしかありません。霊的な祝福が分かってそれを味わうことがなければ翻弄されるしかありません。それほど、これに豊かにならない限りは肉体的なもの、世的なもの、人間的なものはものすごい勢いを持って力強く働いています。それがそうなのかどうかも知らずに気づかずに翻弄されています。翻弄されることが悪いというのではなく、そうしているうちにクリスチャン本来の輝かしい生き方とは遠ざかってしまうのです。人生の時間は流れて１回限りの人生、せっかく神様が神の国に、最高の祝福の人生に召されているにもかかわらずそうなってしまいます。そういうことを覚えて、だから、ほとんど皆さん自分自身もそうだし、周りのクリスチャンを見ながらも、世の中の人はしょうがありません。よく吟味して考えてみてください。何を自慢にしているのか、何を自慢にしようとしているのか、また自慢にするために誇りにするために何をどう頑張っているのかよく見てください。全部、肉体的な話ではないでしょうか。それを自慢のテーマにしようとしています。逆に言うと肉体的な人間的な条件がそこまで行かない場合には葛藤をします。それゆえ葛藤の内容全部が肉体的な内容です。これがあるから、ないから。こうしてくれるから、こうしてくれないから。環境がああなので、こうなので。全部そのような葛藤です。そういう葛藤は栄養価のない葛藤です。最終的には恥ずかしくなります。皆さんは何を自慢に、何を誇りに生きていらっしゃるのでしょうか。私の子どもが東大に入って、法学部に入り官僚の一番偉い財務省に入りました。それが誇りでしょうか。べつにそれが悪いという意味ではありません。でも、そのようなことがなぜ誇りになるのでしょうか。神の前に立っていないからではないでしょうか。それが誇りになるというのはそれで自分は高くなっている、自分の息子は、自分の家系は高くなっているというところに必ずつながるようになるでしょう。そうすると神様はその瞬間、場所を移動します。神の前でだれが偉い、だれが高くなれるのでしょうか。世の中の人は神様を信じないから、私たちは神を信じるものです。その神様が罪人で滅びるしかない、何の功もない、何の価値もない私たち汚れたもののためにイエス・キリストを十字架に引渡され、私たちを愛し救い出した方ではないでしょうか。もっとダイレクト言うとイエスがキリストでしょうか。本当にイエスがキリストだと告白するのでしょうか。そうならば、どうやって自分が高いとか言えるのでしょうか。その告白が欠けている、あるいは理論ばかりの告白だからでしょう。そうでしょう。皆さんが肉体的な条件がどうなのか関係なく、たとえ貧しく貧乏であれ、病気の人であれ、学歴のない人であっても本当にイエスがキリストであることを信じて、そのキリスト、イエスを私が受け入れることによって自分が神から与えられている霊的な祝福を本当に知り喜んでいる者であれば、この肉体的なものによって左右され、それを自慢にしようとする、それがあるから誇りになり、無いから葛藤するというところからは脱皮して自由になるはずです。でもそうならないことは１番格好が悪いクリスチャンの姿です。なぜ皆さんは泣くのでしょうか。もちろん、その人間的な気持ちを理解するというのは大切です。ただ根本的、究極的に申し上げるとなぜ怒るのでしょうか。なぜ悲しむのでしょうか。なぜ喜ぶのでしょうか。全部が今日の聖書に出ているパリサイ人が上座を選ぼうとしているレベルでの内容ではないでしょうか。そうするとイエスさまがおっしゃっています。「あとで低くなるよ。恥をかくようになるよ。格好悪いのだよ」と。人々からどのように認められるかわかりませんが、どんな賞賛を聞いて、どんな評価を受けるかわかりません。でも、神様の前では格好が悪いと神様はそう思われます。そうならないように。
　それから、同じ内容ですが、同じ場所でパリサイ人に向かってそういう人々を招いた主催側のホストの方にもおっしゃいます。１２節から「自分を招いてくれた人にも、「昼食やまた夕食のふるまいをするなら、友人、兄弟、親族、近所の金持ちなどを呼んではいけません。逆に貧しい者、体の不自由な者、足なえ、盲人などちっぽけな人間などを呼ぶべきだ」とおっしゃいました。これも単純に見てはいけません。だれかが宴会を開き、パーティを開くときに、まず知り合いやかかわりのある人を呼ぶのが普通でしょう。それをほっておいてとにかく貧しい人ばかり探してパーティをやりましょうとホームレスの人を助けるようなお話ではありません。招いた人も結局は上座を取ろうとしているパリサイ人と同じレベルです。だから、たとえ話なのです。必ず、パーティをするときには貧しい人を呼ぶべきだという意味ではなく、パーティ自体が悪いのではなく根本的にこの人も神の前に立っていないのです。霊的な内容が分かっていないという裏返し、それを見ていらっしゃいます。ですから、すべて何を基準にするかというとこの人はパーティだけではなく人生そのものが人の外見を基準にして生きていくのです。そういうことはだめだというお話です。イエスさまは今日から誕生日のパーティなどで教会の人や親せきを呼ばないで、まったく知らないホームレスばかり呼ぶというような常識のないお話をされる方ではありません。ただ今のパーティの様子の中から今までのこの人の人生そのものが霊的な祝福などはまったくわかっていない、イエスがキリストであるという福音の内容はまったく遠く離れています。その結果、その人は一生懸命自分のやるだけのことはやって頑張っていたでしょう。またパリサイ人も同じです。別に皆がそうなので自慢するために、自慢げなものを手に取るために必死になって一生懸命頑張ったでしょう。けれども、その基準が外見、外見を基準にして生きていく、それは失敗です。その今の彼の行為、様子がだめだというのではなく、その人の霊的な状態が神様のことをまったく意識していないし、イエスが目の前にいらっしゃるのにキリストだと知らないし、それは霊的なことなどまったくわかっていない、だから、外見を基準にして生きるしかありません。そういう意味です。その結果、外見を基準にすると人を差別するしかありません。別に心から凶悪なものだから人を差別するのではなく、人をお互いに評価して比べるものが肉体的なもの、外見しかないのでそれで評価するしかないでしょう。学歴の低い人は学歴がある人を認めるしかないのではないでしょうか。特にそこには必ず人間的な肉体的な計算、動機が入ってしまいます。目に見えるように目立つ場合もありますが、とにかく入るしかありません。別に良いか悪いかは関係ありません。これが外見が基準になるということです。だから、人を差別するしかないし、人をそのような目で見るしかないし、処世術というものも結局は計算的なものになるしかありません。そうすると最終的にはその外見によって高慢になるか、あるいは落胆するかのどちらかになります。外見によってビビるか、あるいは人を無視するかとなるしかありません。外に見えるところに現れるのはそうなります。これを世の中では、このエリヤを絶対に超えられません。ただ言葉でこれを何とか美しくごまかしているだけです。皆さんはぜひ覚えてください。神様を意識しない限りは、霊的な祝福と事実が分かっていない限りは外見で人をそうするのは仕方がないのです。だから、それに対していろいろな理論があります。小泉総理の場合はこれで突っ走ってやろうとし、それが最終的には良い結果を生むと言い、反対側では違う、そうではないと言います。外見的に弱い人でも何とか皆で一緒に行きましょうとし、小泉さんの場合はその反対です。やれる人はやって、そうではない人はもうどうしようもないとしたわけです。どっちにしても限界があります。肉体的なことしか分かっていないからです。神様のことを知らないから、信じないから、意識していないからです。でも今聖書が語っているのは小泉さんの話ではありません。神様を「アバ。父」と呼びながらイエス・キリストを救い主として信じて、私たちが罪人であってどうしようもない滅びの運命にいたというものだということをしっかり分かって認めるクリスチャンの私たち、しかし、そこから助かって今神を見上げて礼拝をささげている聖なる民、神の民、クリスチャンの私たちに語っていらっしゃいます。あなたがたはどうなのか。私たちもわざとそうしたわけではありませんが、知らず、知らず過去のいろいろなものを引きずって、外見を基準にして人を評価したり、人と接したり、人に対しての思いを持っていたりしているのではないでしょうか。それを道徳的に悪い、良い、それで悔い改めましょうとかいう意味ではありません。それは裏返しますとイエスがキリストだという告白の前に実際的に立っていないということなので、そのあと霊的な様々な攻撃などは避けることができません。そういう意味です。本当にいろいろな事の前に、目に見えるものの前に立つ前に神の前に立つべきなのに、そうしていないという裏返しが外見によって左右されるということです。いかがですか。皆さん、外見のいろいろなことによって泣いたり悲しんだり、あるいは喜んだりうれしくなったりしているのではないでしょうか。人間としてそれはある意味当たり前かもしれません。でも、それが私たちがそれに捕らわれるほどのものになってはいけません。どんな肉体的な基準、人間的な基準、内容、条件であっても、私たちクリスチャンがそれに捕らわれてどうしようもない、それに左右される、影響されるようなものになれるものは一切存在しません。なぜでしょうか。神の前に立って、イエスがキリストなので私たちはそういうことに構いなく霊的な祝福をいただいている者なのです。一言で申し上げると霊的な祝福が分かっていない、霊的な祝福が目に見えないから皆、理論として考えますが、それを味わって内側から豊かにならないと仕方がなく、今日のこの聖書に書いてある様子の主人公になるしかありません。そうすると最終的にはどうなるでしょう。このように肉体的な争いに翻弄され、外見を基準にした場合には必ず結果が悪く、結果が不幸で、結果がだめです。高くしようとしたものは低くなってしまいます。それから、偉い人を招いて、いろいろな理由を持って一生懸命パーティを開いてやったでしょう。けれども、最終的に彼らがあなたにお返しをするかもわかりません。だから、あなたは最終的に祝福にならない、全部無駄なことになってしまいます。自分が祝福されるためにいろいろな計算をし、一生懸命いろいろな人をもてなして頑張ったにもかかわらず自分の祝福につながらない、それは足なえなどを招いたときには、あなたにお返しができないので復活のときにあなたは高くされるだろう、本物の祝福に預かる、神からの祝福に預かるという意味です。言葉を変えると今までどおりのレベルが改善されないとあなたは何の祝福もない、あなたは幸せになるために何かの計算で何かを狙ってやったでしょうが、まったくかなわないし、通じないし無駄になるということです。ぜひ覚えてください。霊的な祝福が分かっていないと肉体的な争いに翻弄され、外見を基準にするものに左右されるしかない、自分なりにはそこで自慢、誇り、いろいろな計算のために必死でしょうが最後の結果は必ずだめになります。自分なりには一生懸命やるつもりでやるのです。人に対しても、いろいろなことに対しても期待を持ってやるでしょう。でも、自分の期待とは裏腹に、期待と反対の結果に終わるというのがイエスさまのメッセージです。そうならば、私たちはこのようなメッセージ、この結果をしっかり分かっている者であればクリスチャンの私たちはどうすればよいでしょうか。心から単純に「なるほど、つねに今まで、また他の人が世の中で誇り、自慢にしている内容ではなく、キリストだけを誇りにしようではないですか。私たちの誇りはキリストだけです。私たちの自慢は自分の学歴、才能ではなくてキリストだけです。」パウロは人間的にこの上座を選ぼうとしている人と比べると、はるかに上回る偉い身分でした。そのパウロは５つくらいの博士の学位を持っています。何か国語も話せる人です。まだ若いし、認められていた青年でした。そのパウロがキリストと出会ってから、霊的なことが何かわかってから、肉体的なことがいらないわけではありませんが、それを頼りに自慢にしていたことを恥ずかしく思いながら、「キリストだけが私の誇りであり、他のすべてはそれに比べるとちりあくたのようなものではないのか。それなのになぜ私はそれにすべてを懸けて、誇りにし自慢にして、それがあるから微笑んで、無いと泣いたりという人生を送ってきたのだろう。もう終わりにしようではないか。私の誇りはキリストです」と告白しました。社長の偉い身分が私をその滅びの運命から助けるわけには行けません。キリストだけです。私を神様の、天の御国の民になり、地獄の運命から引き上げて天の御国の祝福に預からせるのは、博士の学位ではなくキリストだけです。キリストだけが誇りになります。すべてをちりあくた、すべてを損と思うよとパウロは言いました。それぐらいの覚悟を持って。つまり、それはそのような部分に対してこうなっても、ああなっても私はそれにふらふら惑わされない、振り回されないという自由なのです。本当の自由はキリストだけが誇りになることです。クリスチャンの誇りはキリストだけです。子どもが東大に入ったから自慢ではなく、キリストだけが自慢です。皆さんが他の何かを誇りに思っている限りは、そのためにはそうなるために必死でしょう。それが手に入ったときにはそれを自慢するでしょう。そうならないときには、そこにたどり着くまでずっと葛藤だらけでしょう。その人生はもうかわいそうな人生です。別にチャレンジをしないという意味ではありません。でも、一回限りの人生、いつまでそういったものの自慢がある、ないで人生が終わるとしたらなんとかわいそう、残念なことでしょう。そういう意味では「それはどうでもいいよ。神様、私にあるものが全部無くなっても、これから最高の頂点に昇っても、一番下っ端に下っても私には関係ありません。私のキリストが誇りです」というクリスチャンになりましょう。これは格好をつけるためではありません。本当なので。そうではなくて他の何かを自慢に、またその反対に葛藤になっているときにはクリスチャンとして格好が悪いのです。それから、裏返しますとイエスがキリストだという告白をそのときは逃しているところです。それはだれが１番好きなのでしょうか。サタンは皆さんが会長に昇ったりすることなどに何の関係もありません。イエスがキリストだという信仰告白を失って曖昧になったときには１秒も待たないで入り込んでくるものです。それ以外には怖がることはありません。

神様の時刻表によって今回、日本イエス教長老会総会というものを日本のタラッパンの教会が作って今６回目くらいになりましたが、順番通りでしょう。また神のご計画があるのでしょうが私が総会長になりました。なりながら考えるのは総会長は階級的に上だとか偉いとか、そういうことではありません。でもほとんどがそのような概念を持っているので無駄な余計な争いが何と多いのでしょう。また葛藤しなくてもよい葛藤があまりにも多いのです。私たちはキリストだけが私の誇りです。これを握ってください。
それから、イエス・キリストを受け入れた皆さんはどんな立場、どんな事情があっても関係なく、すでに神から与えられる地上のものとは比べることができない、地上のものによって左右されない天の霊的な祝福をいただいて、霊的な祝福の所有者であることを忘れてはいけません。そうでないとまた翻弄されてしまいます。そうなるのかどうかも知らずにクリスチャンになる以前の勢いがそのまま私たちに襲いかかるようになります。だから、常に私の誇りはキリストだけです。他は必要であることとそれに捕らわれて左右されることとは違います。何ものにも私は奴隷になりません。それから、霊的な祝福、これが私の祝福でそれを考えてください。皆さんは聖霊が宿っている神の神殿です。皆さんはお金があるかないか、病気なのか健康なのか子どもがどうなのか関係なく祝福された者、尊い者です。イエスがキリストだと信じている限りは。そのことをぜひ覚えていてください。牧師が慰めるために話すことだと思っている限りは翻弄される人生からは脱出できません。本当に死の陰の谷を歩いて、濡れ衣を着せられたとしても、何も悪いことをしていないのに無視され誤解されることもあります。それにもかかわらず、私は幸いな者、祝福された者です。理由は霊的な祝福が分かっていれば。霊的な祝福を基準にしないといけません。そうでないと見苦しい争いにまた巻き込まれるしかありません。また格好悪い葛藤にずっと捕らわれるしかありません。でも、これを本当に味わって、自慢や誇りが変わっている者はデリケートにならないで鈍くなります。しかし、この祝福が鈍い者は肉体的ないろいろなこと、人の言うこと、人がどうするかなど、外見、肉体の条件などにものすごくデリケートで、それによって死ぬ時までずっとつまずきの人生、試みにあう人生を生きるしかありません。残念ながらそうしている間に世の中の暗闇に捕らわれている人々は死んでいきます。クリスチャンは世の光と召されている者です。だから、霊的な祝福の所有者であることを覚えていてください。神がともにおられるのではないでしょうか。私はもう滅びることができないように、滅びの運命からはもう解放されているでしょう。私たちには不幸という言葉自体がもう消えてしまいました。よく覚えて考えて吟味してください。聖霊が私とともにおられ離れることなく導いて責任を持って義の道へ、憩いの場へと私たちを導いていらっしゃる、そういう存在ではないでしょうか。足りないことはありません。しかも、最高の祝福はこんなみじめな私をとおして愚かな私をとおして、大統領も政治家もできない世の中を変えて、本当に滅びていくたましいを生かすことができる伝道の祝福を私に与えられました。それはだれもができることではありません。福音を伝えることができる、人生の答えを提供することができる者にしてくださいました。自分の力が心配にならない、能力も何のこだわりにならないように聖霊の力が約束されている者です。何が問題でしょうか。キリストの中に天と地のすべての権威、すべての祝福が全部入っています。ですから、肉体的な条件や人の外見などに振り回されないで、関係ない霊的な祝福によるプライド、自負を回復しないといけません。何を皆さんは自負、プライドにするのでしょうか。私が江戸っ子なのでプライドがあるのでしょうか。江戸っ子の人は別の人間のようなことを言うと耳にしたのですが、どんな立場、どこに行って、どんな身分であれ関係なく、霊的な祝福を所有しているものなので私は祝福されたものです。プライドです。前にも申し上げましたように、パウロは罪囚の立場なのに、冠をかぶっている王様、指図一つで人を殺すこともできる権限を持っている王様、飛んでいる鳥も命令すると落ちると言われる王様の前で、その王様がかわいそうに思われ見えてきて、最終的に王様だけでなくここにいる全員が私のようになってくださいと言いました。今、人間的な立場はパウロが一番、最悪です。パウロより悪い人はだれもいません。どれほどのプライドでしょうか。少しお金に困ると、ちょっと人に無視されると、ちょっと自分の思いどおりに進まないとプライドも何もぐじゃぐじゃです。プライドを持ってください。肉の条件によらずに。それでパウロはコリントの教会に教会内で争いがあって、そこで決着がつかなかったので世の中の裁判に持っていきました。ものすごく怒りを覚えて「あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。世の中の裁判官、裁判長はあなたがたが裁かないといけない立場なのに何をしているのか」と怒っていました。これがプライドです。だれも私たちを裁くことはできません。だれにも裁かれることはできません。なぜでしょうか。神様も知らない、福音も知らない、霊的なことも知らない、人生が何かも分からない、人生の終わりも分からない、人生の価値も分からない、人生の本当の生きがいも何も分かっていない人々になぜ私たちが裁かれるのでしょうか。これは高慢とは違います。プライドです。皆さんはそういう方です。ぜひプライドを持ってください。このプライドがあるがゆえに肉体的な争いなどから手を引くのです。どうぞ思いどおりに、望みどおりに、勝手にということができるのです。復讐しません。憎しみを解決したりしません。それは人格的でなく余裕です。プライドです。そういうことにどんどん鈍くならないといけません。ダビデは悪霊にとりつかれていたサウル王によって、別に悪いことをしていないのにものすごく苦しめられていました。サウル王を殺すチャンスがありました。でもダビデは殺していません。律法的な意味ではありません。ダビデはプライドがありました。私が油注がれた王様を手にかけることはできない。別にこの人が苦しめても生きていても死んでも私とは関係ありません。私は神の子ども、神のしもべなのだからというプライドです。全然違うでしょう。こちらの方が格好良いでしょう。どちらが上なのというより格好良いでしょう。わざと謙遜するというのも格好は悪いのですが。神の前に、イエス・キリストの前に、霊的な事実の前に立ったときに謙遜になるしかないし、肉体的謙遜になるしかないし、内側からは他の意味でプライドを持つしかありません。霊的な祝福によって。皆さんはイエスの血潮によって買い取られた尊い神の民です。神様が絶対にその御手に捕えて離すことのない安全な神の民です。皆さんの内側に神様が、外側で叫んで呼びかけてもだめだったのでキリストの血潮を持って皆さんの内側に入ってワンネスになって離れることなくミックスされて一緒に暮らすことにされた尊い神の神殿と呼ばれる者です。それらに興味を持たないでどっちに認められたのか、階級が上なのか下なのかそういうことばかりです。このプライドを回復しないといけません。そうしないとクリスチャンでありながらも格好悪くなるしかありません。余計な争いに巻き込まれるしかありません。よく考えてみるとほとんど争うことはありません。ほとんど気にすることもありません。それで常にキリストを誇りにして霊的な祝福の所有者としてのプライドを回復し、そうすることによって目的は今までデリケートになって引っかかりぐちゃぐちゃ葛藤を覚えて、正しい正しくない、あなたが間違った、私が正しいとなっていたことを、速やかに超えて引っかからないようにするためです。どちらが正しいか正しくないかわかりませんが、とにかく超える、そこに長い間滞在する暇がありません。
超えて残りの生涯、正しいか正しくないか関係なく、この福音を伝えて人生の答えを提供する福音宣教に方向を合わせて１点張りにして、私の生涯をささげ人生を懸ける決断をしないといけません。これがクリスチャンです。別に偉いクリスチャンだけがやることではありません。だれでも神様はこの祝福、この神の国を用意して招いていらっしゃるのに皆、肉体的なこと外見やいろいろなものに引っかかって超えることができません。正しいかどうかわかりませんが伝道者には構いません。あなたが正しいことにしましょう。それに捕らわれる余裕がありません。早く、伝道を、伝道を逃す、見逃す、伝道をどこか忘れる、伝道の思いを奪われるということは最悪だと思う、それは何が何でも避けます。子どもに問題があるでしょうか。その問題に捕らわれて、もし頭の中に感謝と伝道が無くなって衰退していくのであればそれが問題です。子どもに問題があるでしょうか。イエスはキリストでしょうか。私は祝福の者でしょうか。神の計画があるでしょう。早くパスして伝道に。これも伝道のためであり、私に与えられる伝道、それを邪魔されてはいけません。生きている理由は伝道以外に何もありません。２４時間、頭の中は伝道だけです。勉強しながら伝道のこと、仕事をしながら伝道のこと、一生懸命仕事をしながら福音と伝道のこと考えてください。良かったのではないでしょうか。仕事があるから仕事しながら、仕事をするというのは伝道のことを考える時間だと思えば、伝道のことを考える時間が多いでしょう。勉強しながら伝道のこと、イエスさまのことを考える時間だとすれば、学生は勉強する時間が多いので１日に中でイエスさまのこと、伝道のことを何と長く考えられるのでしょうか。良かったのではないでしょうか。別々ではありません。なぜかというとクリスチャンというものは伝道と福音、イエスさまのこと、そして祈ること以外には何も頭の中に無い者です。ただそれがそうならないように邪魔するものがあるだけです。何のために生きているでしょうか。伝道のためです。なぜでしょうか。イエスがキリストでもうすべての問題が終わりました。天のすべての祝福をいただきました。何も問題ありません。すでに幸せです。そうならば、伝道以外に何のために生きているでしょうか。子どもを養うためにでしょうか。伝道のために生きると神様は子どもを養ってくださいます。勉強のためでしょうか。「神様、勉強のために生きる者でした。伝道のために勉強するように。仕事を一生懸命やるものではなく伝道のために仕事を一生懸命やるものに。才能を磨くものでなく、伝道のために才能を磨く者にしてください」。それが本当です。別に特別な刺激的な話ではありません。そうすると皆さんがそれほど望んでいらっしゃる経済、健康、家族の問題などに神の国が臨まれます。そうではなく、皆さんがそちらに手を突っ込んでテーマにしている限りは、いつまでたってもグルグルぐちゃぐちゃが終わりません。クリスチャンは伝道以外には考えないように本当は神様は召されました。それがイエスがキリストという意味です。どんな傷があれ、どんな問題があれ伝道以外に考えないようにしましょう。そうするためにまず、今日のメッセージを覚えて霊的な祝福に集中しましょう。言葉ではなく考えて味わって告白して、そのことによって肉体的な外見などと関係なく感謝する心が出てきます。そうするとそれがプライドになるでしょう。今までものすごくこだわってデリケートになっていたものが忘れるくらい鈍くなっていきます。あの人があなたに対して何か言いましたと言われると、前は一晩中、寝られません。しかし、あの人が誤解しているか、本当であればそう見たでしょう。たとえば私が総会長になりました。「他の人が総会長になれば日本の福音化に有利になのに張先生が総会長になればちょっと悪いかな」という表現をしたとします。そうするとものすごく腹が立つでしょう。でもよく考えてみると、あの人が勘違いしているか、あるいはそう見えたかもしれません。だからそう言ったでしょう。そうならば自分が考えて参考にして自分がそう見えない人間にしていけばよいのではないでしょうか。それでもう終わりです。そんなに長く引っ張ることはありません。あれはなぜでしょう。霊的な祝福が、また伝道と言う神様のクリスチャンとしての役目、使命がはっきりしていれば他はだんだん鈍くなります。クリスチャンの問題は鈍くなるべきものがものすごくデリケートで、デリケートになるべきものが鈍いのです悪魔の好都合です。そこをひっくり返しましょう。どこから始めればよいですか。キリストの前に立ちましょう。いつまでも。それでキリストにある霊的な祝福を自分のものだと考えて感謝して、それで喜んでプライドを持てるまで取り組んでいきたいと思います。パウロは言いました。貧乏でも金持ちでも満腹でもお腹すいても関係ありません。私を強くしてくださる方によってできないことは何もありません。私は満足出来るキリストが誇りでキリストが満足です。そのような格好良い、力強いクリスチャンの人生を歩いていただきたいと思います。
（お祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日もメッセージをとおして霊的な祝福、それを知り取り組んで、それを豊かになること以外に格好悪い人生、余計な争い、葛藤から自由になって伝道者として生きる道しかないことを教えられました。すでに祝福された者なので常に神の前に、イエス・キリストの前にイエスがキリストだという告白の前に立つことができるように、そこにある霊的な祝福を味わいつつ、伝道者としてこれからすべてを見ることができるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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